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◇
記
念
館
コ
ン
サ
ー
ト

　

渡
辺
し
お
り
さ
ん
、
臼
井
文
代
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
21
日
（
金
）
午
後
6

時
30
分
開
場
・
午
後
７
時
開
演

■
場
所　

Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
チ
ロ
ル

■
出
演

渡
辺 

し
お
り
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

臼
井 

文
代
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

■
入
場
料　

１
、
０
０
０
円

■
定
員　

70
人

■
申
し
込
み　

記
念
館
窓
口
で
チ
ケ

ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

◇
飯
沼
冬
彦
先
生
の

　
　
「
第
８
回
お
も
し
ろ
自
然
教
室
」

　

有
明
山
神
社
周
辺
を
散
策
し
な
が

ら
初
冬
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。
身

近
な
植
物
を
一
緒
に
楽
し
く
観
察
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
15
日
（
土
）

午
前
9
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

有
明
山
神
社
（
穂
高
）、

田
淵
行
男
記
念
館

※
集
合
は
有
明
山
神
社
駐
車
場

■
講
師　

飯
沼 
冬
彦
さ
ん

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員　

28
人

■
受
講
料　

４
０
０
円
（
受
講
料
、

入
館
料
、
保
険
料
な
ど
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど

■
申
し
込
み　

10
月
28
日
（
火
）
～

11
月
9
日
（
日
）
ま
で
に
、
受
講

料
を
添
え
て
記
念
館
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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◇
企
画
展
「
写
蝶
の
世
界
～

　

田
淵
行
男
の
細
密
画
～
」

　

田
淵
行
男
は
１
９
０
５
年
に
鳥
取

県
黒
坂
村（
現
・
日
野
町
）に
生
ま
れ
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
ま
し

た
。
少
年
期
の
田
淵
の
興
味
は
、
小

さ
な
生
き
物
た
ち
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
蝶
へ
の
関
心
は
高
く
、

少
年
期
か
ら
カ
ラ
ー
の
図
鑑
が
欲
し

い
と
望
む
の
で
す
が
、
高
価
で
容
易

に
手
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

手
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
印

刷
技
術
で
は
満
足
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
自
分

で
描
い
て
し
ま
え
、
と
ば
か
り
に
始

め
た
の
が
蝶
の
細
密
画
で
す
。彼
は
、

こ
の
細
密
画
を
経
文
を
写
す「
写
経
」

に
な
ぞ
ら
え
、「
写し
ゃ
ち
ょ
う蝶
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

精
魂
を
込
め
て
絵
筆
に
託
し
た
蝶

の
姿
か
ら
、
田
淵
行
男
の
大
い
な
る

自
然
へ
の
愛
情
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。

■
会
期　

10
月
21
日
（
火
）
～

　

11
月
24
日
（
月
）

■
場
所　

記
念
館
１
階
展
示
室

◇
特
別
展
「
昆
こ
ん
ち
ゅ
う蟲
放
談
～
小
山
内
龍

　

の
昆
虫
画
～
」

　

田
淵
の
細
密
画
を
集
め
た
企
画
展

に
合
わ
せ
、「
日
本
の
フ
ァ
ー
ブ
ル
」

と
呼
ば
れ
た
小お
さ
な
い

山
内 

龍り
ゅ
う（
１
９
０

４
～
１
９
４
６
）
の
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

戦
時
下
の
言
論
統
制
の
も
と
、
執

筆
・
作
画
活
動
に
苦
慮
し
な
が
ら
、

子
供
向
け
の
作
品
を
精
力
的
に
生
み

出
し
て
い
た
小
山
内
。
大
空
襲
で
東

京
を
焼
け
出
さ
れ
た
後
、
故
郷
の
北

海
道
大
野
町
（
現
・
北
斗
市
）
へ
疎

開
し
ま
し
た
が
、
翌
年
の
１
９
４
６

年
に
心
臓
病
が
悪
化
し
、
42
歳
の
若

さ
で
他
界
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
疎
開
先
で

の
わ
ず
か
な
時
間
に
残
さ
れ
た
昆
虫

の
ス
ケ
ッ
チ
を
中
心
に
、小
山
内 

龍

を
振
り
返
る
初
の
回
顧
展
を
開
催
し

ま
す
。

■
会
期　

企
画
展
と
同
じ

■
場
所　

記
念
館
地
階
展
示
室

～
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う
編
～

　

住
所
録
の
作
成
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
年
賀
状
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
開
催
日　

第
１
部
全
３
回

　

11
月
11
・
12
・
13
日
の
３
日
間

第
２
部
全
３
回

　

11
月
26
・
27
・
28
日
の
３
日
間

　
（
第
１
・
２
部
と
も
内
容
は
同
じ
）

■
時
間　

午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　

11
時
30
分

■
場
所　

豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
講
師　

田
中 

さ
お
り
さ
ん

■
対
象
者　

市
内
在
住
者
。
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人
で
、

文
字
入
力
な
ど
あ
る
程
度
操
作
が

で
き
る
人
（
パ
ソ
コ
ン
が
用
意
で

き
な
い
人
は
相
談
く
だ
さ
い
）。

■
定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

６
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
。

■
申
し
込
み　

豊
科
公
民
館
窓
口
で

10
月
27
日
（
月
）
午
前
9
時
～
受

付
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
不
可
。

問
豊
科
公
民
館（
72・２
１
５
８
）

19

田
淵
行
男
記
念
館

問

	

72
・
９
９
６
４

観
覧
料　

大　
　

人
３
０
０
（
２
０
０
）
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
２
０
０
（
１
０
０
）
円

　
　
　
　
　
（  

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
開
館
）、

　
　
　
　
　

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

開
館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

豊
科
公
民
館
教
養
講
座

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

　安曇野の各工房・アトリエ・クラフトショップ・美術館・ギャラリー・飲食店・宿泊施設・農家など
142 の参加者が、111 の会場で工房の公開・作品展示、創作体験、特別メニューなどの特別企画に取り組み、
安曇野の豊かな文化を発信します。

◇　総合インフォメーションセンター（碌山公園研成ホール）　◇
開設時間　午前９時から午後５時

期間中は、碌山公園研成ホールに総合インフォメーションセンターを設け、以下のイベントも開催します。

～　安曇野スタイル 2008　～
開催期間　10 月 31 日（金）～ 11 月 3 日（月）

■安曇野スタイル 2008 自己紹介ポスター展　　■安曇野スタイル 2007 写真展（写凡クラブ会員協力）
～　期間中常設　～

■「天蚕まゆでコサージュ作り」
10 月 31 日（金）10:00 ～ 16:00（材料費：500 円）

協力：安曇野市天蚕センター

　天蚕は緑色をした野生のカイコで、緑色の繭を作り

ます。その繭を使って、コサージュをつくる、地元で

も好評のワークショップです。素敵なオリジナル作品

を作ってみませんか。制作時間は約１時間です。

■「小枝のおまもり　もりりんを作ろう」
11 月 1 日（土）10:00 ～ 15:00（材料費：200 円）

協力：ちの さなえ さん

　好きな木(さくら、くわ、やなぎ、くるみ)をえらんで、

小枝のおまもりを作ります。小さなお子さまも楽しめ

ます。制作時間は 10 分～ 15 分程です。

■安曇野吹奏楽団「ミニコンサート」
11 月 2 日（日）11:00 ～ 12:00（無料）

出演：安曇野吹奏楽団

演奏予定曲目：「崖の上のポニョ」、「ビリーヴ」他

　安曇野市が誕生した 2005 年 10 月 1 日に発足、

フレッシュな「安曇野吹奏楽団」メンバーによるコン

サート♪様々なジャンルの楽曲を吹奏楽ならではの迫

力でお楽しみください。

■エボニー・アンサンブル「ミニコンサート」
11 月 2 日（日）14:00 ～ 15:00（無料） 
出演：エボニー・アンサンブル

演奏予定曲目：「ゆうぐれについて（夕焼け小焼け変

奏曲）」、「アメージング・グレース」ほか

　ジャズのスラングでクラリネットを意味する『エボ

ニー・スティック』（黒い棒きれ）が楽団の名前の由

来♪クラリネットを中心とした上質なアンサンブルを

お聴きください。

■「沈金作品を作ろう」（ワークショップ）
11月3日（月・祝）10:00～12:00／13:00～16:00

（材料費 800 円）

協力：安曇野髙橋節郎記念美術館

　沈金は漆で仕上げた表面に溝を彫り、その中に金箔・

金粉を漆で定着させる技法です。

　このワークショップでは、はがきサイズの漆パネル

に好きな絵を彫ったあと、かぶれる心配のない工芸漆

と、代用金粉で仕上げます。制作時間は約１時間です。

問安曇野スタイルネットワーク
　　　代表　岡本さん（ 83・5412）または
　文化課文化振興係（ 62・3001 62・3525）

広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの




